
（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　1999年4日8日　第49号

日吉台地下壕保存の会

会報
第49号
発育　日吉台地下壕煤襟の金
適業　事蹄
2器棚田確佃第咽随一主動㌘
寺窃方　凪．桝か5紀調量乃2
（年会費）一口千円で、一口以上

郵便振込口座番号叩卿襲2－74921
（組額）日吉怠地下壕肺の会

会計感．お問い脅せ：白鶴．邦子　港北区下欄町ト4－14　桐反襲56…7棚
その他のお問い合せ：喜田美登里　港北．区下網町2一ト33　045－562－0443

1999年度総会のお知らせ

日時：1999年4月24日（土）半径2時30分開場

場所：孝夫日吉キャンパス・藤山記念館会議室

総会：2時45分～3時45分

葱諌会‥4時～5時半

農日吉台地下壕保存の会の会員と言っても、頑も知らないし、

話したこともないと言うのが現状です。たまには一言ずつ

自分と地下壕のことや、戦争体験のこと、また、地下壕保存，

についてどうあ‾って欲しいかなど、詰してみると何か発見が

あるように思います。大勢の方のご来場をお待ちしています。
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＊
横
浜
市
営
地
下
鉄
が
鶴
見
～
日

吉
～
中
山
へ
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
周
辺
部
通
過
の
際
、
地
下
壕
は
？



1999年4月8日　第49号 （2）

地
下
壕
見
学
の

ル
ー
ル
作
り
に

つ
い
て

慶
大
・
湯
川
理
事
、
高
橋
総
務

課
長
と
会
談

慶
大
の
轟
濃
諌
長
よ
り
、

む

湯
珊
理
事
（
臥
吾
担
当
）
が
地
下

壕
誓
J
と
で
蓄
会
い
を
持
ち
た
い

言
聞
な
の
ぞ
、
賛
膏
八
日
へ
一
九

「

九
五
寧
）
事
前
工
壷
時
日
言
事
務

草
書
来
て
課
び
潮
義
務
が
あ
っ

さ

た
。
空
見
眼
騎
伊
部
か
ら
は
寺

周
、
通
岡
、
喜
田
が
出
席
し
た
。

、
大
学
側
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
N

H
K
が
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
世
紀
を
適

え
て
J
の
‐
つ
と
し
て
、
日
吉
台

質

地
下
壕
の
舷
辞
・
放
彼
を
計
画
し

）

て
極
彗
恩
農
高
壕
の
篤
学
檣

、

　

　

ふ

ど
紅
も
檣
涯
練
で
T
透
壷
凍
ら
れ

る
の
で
ん
い
見
鼻
骨
㌣
動
産
ど
考

え
て
か
撃
た
か
。
慶
大
と
し
て
は

境
界
が
精
通
等
轟
等
地
下
壕
の

調
査
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
調
査
を
進
め
て
い
る
保

存
の
会
の
協
力
を
お
願
い
も
た
い

七
思
っ
て
い
る
、
と
。
要
約
す
れ

鴎
こ
の
よ
う
な
内
容
で
怒
っ
た
。

尖
学
割
で
は
、
通
学
の
験
の
安

会
確
認
を
覆
し
て
ぉ
り
へ
事
故

が
桜
き
た
場
合
の
重
任
の
係
り
か

に
う
い
て
、
と
璧
見
学
放
物
展

通
日
の
人
で
な
く
、
胡
大
書
な
ど

”
苗
的
な
目
的
の
人
で
想
っ
て
乳
。

七
い
、
七
か
、
守
田
会
長
が
憂
応

高
校
を
壷
牢
退
職
象
れ
吏
の
で
、

外
部
の
人
に
な
ら
れ
た
な
ど
が
話

題
譜
な
っ
た
。

・
当
日
は
大
学
の
予
見
が
口
頭
で

述
べ
ら
れ
を
だ
け
で
い
具
体
的
な

越
し
合
い
は
こ
れ
か
ら
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
見
学
の
申
請
書
を
膣
出

し
詰
り
、
手
数
が
か
か
る
こ
と
に

二
麦

な
諺
か
も
し
れ
な
い
が
、
粗
方
の

了
解
の
も
と
で
見
学
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
は
、
将
来
の
明
る
い
見
通

し
に
つ
な
が
る
よ
う
に
も
考
え
ら

れ
る
。

談
　
寺
田
貞
治

亀
岡
敦
子

喜
田
美
登
里

陸

軍

登

戸

研

究

所

の

保

存

に

つ

い

て

明
治
大
学
生
田
キ
ヤ
ン
パ
ス

睦
軍
登
戸
麿
究
所
の
跡
地
に
あ

る
明
大
生
由
キ
ぜ
ン
パ
ス
で
は
、

施
設
の
老
巧
化
等
の
た
め
再
整
備

が
進
め
を
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

童
戸
廟
究
所
時
代
の
鼠
疑
取
り

壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
き
2
慈
」

数
年
保
存
運
動
が
続
恩
義
番

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
芸
事

っ
い
最
近
の
請
報
で
貴
意
峯

を
中
心
と
し
食
r
保
存
義
郡
の

た
め
の
曹
遷
芸
志
壷
葦

名
略
は
不
明
ゼ
が
発
足
転
威
願

以
降
、
建
物
の
保
存
方
第
第

ほ
か
資
料
の
費
理
・
保
蜃
皆
壊

蜃
事
設
騰
等
に
つ
い
て
挽
計
に
入

る
と
吾
う
に
七
で
、
今
後
の
動
き

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

自

衛

隊

市

ケ

谷

駐

屯

地

の

旧

陸

軍

大

本

営

跡

の

一

部

移

転

復

元

な

る

N
E
K
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で

虔
記
の
映
像
を
放
映
し
て
い
ま
し

た
．
こ
の
こ
ユ
l
†
エ
ス
の
新
聞
記
事

を
探
す
の
で
す
が
、
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
組
渇
）
。
務
よ
り
一
般
公
関

連
連
係
若
草
い
ま
し
た
。

漸
養
啓
渡
海
報
（
判
掲
）
も
調

達
大
藩
省
で
資
を
完
璧
と
は

策
謀
漂
盲
で
鶉
、
保
存
さ
れ
、

部
課
さ
第
幸
吉
は
喜
ば
し
い
こ

逮
莞
室
幸
運
第
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昭和館に展示される戦中・戦後の生活を伝える資
料＝東京都千代田区九段南で25日、小林努写す

戦没者遺族
援護施設 「昭和館」が完成

靡
生
省
が
栗
京
都
千
代
田
区

九
段
南
に
建
設
し
て
い
た
戦
没

憲
重
複
係
「
暗
袈
L
l
（

）
が
克
威
儀
薫
き
挙
係

部
を
公
開
し
た
。
役
立
趣
旨
や

景
観
な
ど
を
め
ぐ
p
反
対
運
動

が
続
い
て
い
る
た
め
、
同
省
は

兵
器
な
ど
は
軍
事
せ
ず
、
生
活

に
蘭
達
し
た
物
資
や
文
献
な
ど

歴
史
的
資
料
を
保
存
・
陳
列
す

る
施
設
に
し
た
。
2
7
日
に
開
館

記
念
式
を
行
い
、
2
8
日
か
ら
一

腋
公
開
さ
れ
る
。

．
同
館
は
総
工
費
1
2
3
億
円

で
、
地
上
7
階
地
下
2
階
建
て

延
べ
8
4
3
7
平
方
㍍
。
．
同
省

に
よ
る
と
、
「
戦
中
・
戦
後
の

国
民
生
活
の
労
苦
を
後
世
に
伝

え
至
の
が
目
的
で
、
動
員
学

徒
が
使
用
し
た
旋
箪
空
襲
警

報
発
令
中
の
看
板
な
ど
横
皆

料
8
0
0
0
点
、
戦
妻
や

体
験
記
な
ど
6
万
7
7
0
0
冊

や
、
吉
－
ス
寄
、
報
道
写

真
な
ど
映
像
音
響
資
料
も
収
蔵

し
て
い
る
坪
6
、
7
階
は
有
料

。
（
大
人
3
．
0
0
円
、
高
校
・
大

学
生
1
5
0
円
、
小
・
中
学
生

餌
円
）
の
常
設
陳
列
宅
開
館

l
一
階
摘
録

）
L
割
の
8
＿
ヵ
点
を
陳
列
す

号
4
階
の
図
書
室
い
晶
の

．
情
報
後
索
ト
映
像
室
は
無
料
p

初
年
度
の
運
営
費
堪
思
円

で
、
運
営
は
日
本
遺
族
会
に
委

託
さ
れ
る
。
当
初
、
建
物
の
名
称

は
「
戦
没
者
遺
児
記
念
館
」
と
す

る
案
が
有
力
だ
っ
た
が
い
最
終

的
に
「
職
没
書
≒
遺
児
」
が
消

え
た
。
遺
族
か
ら
は
「
戦
争
の

真
実
を
伝
え
る
も
の
に
な
っ
て

い
な
い
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、

「
祈
念
館
閉
場
を
考
え
る
会
」

な
ど
1
8
の
市
民
団
体
が
連
名
で

抗
議
声
明
を
出
し
て
い
る
。

⑪毎日新聞⑯1999年（平成11年）3月26日（金曜日）
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「ピースロード」～蟹ヶ谷か鈍日言までの多摩庶陣を南下ぐ養∴嚢

ま瀾槽濾・最遠要部の秦慶應最争農業祭委愚意
3月7日に地下壕を「突撃窓芸事結語詰妾を略叢襲度語スで南部謹責きき
なので棺戦きせき軍いき轟き息も最．頑強涛姦議案為義なさ奉養歩い遼遠
られては紡剛由無態親藩長寿

牽願惑溺欄持

和様孝幸康崎率だった。

展頚輪道教で磯教軸を音域

率遽鞘翫那県議蜜束る、。

転組蝉も整義戦）

V、自教の共生・文蜘蝿。
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
7

日
吉
周
辺
の
こ
と

き
き
て
：
寺
田
貞
治

Ⅰ
氏
・
日
吉
本
町

私
は
現
在
東
急
バ
ス
が
車
庫
に

な
っ
て
い
る
所
に
あ
っ
た
家
で
生

れ
、
昭
和
二
年
に
日
吉
駅
西
口
近

く
に
移
っ
た
。
そ
の
頃
の
日
吉
の

町
に
は
七
～
八
軒
し
か
家
が
な
か

っ
た
。
綱
島
街
道
は
一
五
年
頃
に

出
来
た
。
神
奈
川
区
か
ら
港
北
狂

に
な
っ
た
頃
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
軍
用
通
路
と
し
て

出
来
た
と
い
わ
れ
る
。
小
杉
か
ら

元
住
吉
に
か
け
て
航
空
兵
器
工
場

な
ど
軍
需
工
場
が
あ
り
、
ま
た
南

武
線
で
運
ば
れ
て
き
た
軍
需
物
資

を
横
須
賀
に
運
ぶ
た
め
に
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
前
は
蟹
ヶ
谷
を
通
る
大
山
街
道

で
軍
需
物
資
を
運
ん
で
い
た
が
、

坂
が
多
く
、
道
が
細
く
曲
り
く
ね

っ
て
い
る
た
め
、
新
道
が
作
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
南
武
線
も
軍
需

物
資
を
運
ぶ
た
め
に
作
ら
れ
た
と

い
わ
れ
る
。

蟹
ヶ
谷
に
通
信
隊
が
来
た
の
は

五
年
頃
で
あ
っ
た
。
一
個
小
隊
三

五
～
三
六
名
が
い
た
。

慶
応
が
来
る
と
い
う
の
で
電
話

局
が
九
年
に
出
来
た
。
軍
の
要
請

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

日
吉
局
が
川
崎
局
の
〇
四
四
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
当
時
横
浜
局
〇

四
五
は
古
い
タ
イ
プ
の
電
話
で
あ

っ
た
た
め
、
ど
う
せ
作
る
な
ら
新

し
い
も
の
を
と
東
京
・
川
崎
の
新

し
い
も
の
に
合
せ
、
川
崎
の
中
原

局
を
中
継
し
て
開
設
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

弘
は
一
三
年
一
月
一
〇
日
に
陸

軍
に
現
役
で
入
隊
し
、
南
京
に
行

っ
た
。
南
京
攻
略
の
四
カ
月
後
で
、

虐
殺
の
死
体
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ

た
の
を
目
撃
し
た
。
ク
リ
ー
ク
の

中
に
は
骨
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

中
支
の
南
京
部
隊
、
北
支
、
朝
鮮

に
転
戦
、
豊
橋
に
来
て
終
戦
を
迎

え
た
。
一
六
年
の
一
時
期
日
吉
小

学
校
の
青
年
学
校
で
教
官
を
し
た

こ
と
も
あ
る
。

南
京
占
領
で
、
「
日
の
丸
」
を
か
か
げ
勝
ち
ど
き
を

あ
げ
る
日
本
軍
。
一
九
五
七
年
十
二
月
十
三
日
。

「
画
報
躍
進
之
日
本
」
一
九
三
八
年
二
月
号
よ
り

新婦人
しんぶん

第2306号　より

対
米
戦
の
認
識実

松
　
譲
氏
の
話

き
き
て
：
寺
田
貞
治

米
内
海
相
・
山
本
次
官
・
井
上

事
務
局
長
の
時
代
に
秘
書
官
を
や

っ
て
い
た
が
、
あ
の
時
代
は
よ
か

っ
た
。
海
軍
は
結
束
し
て
お
り
、

首
脳
は
米
国
の
実
力
を
よ
く
知
っ

て
い
た
。
米
国
と
開
戦
の
恐
れ
の

あ
る
日
独
伊
三
国
同
盟
に
は
強
く

反
対
し
て
い
た
。

し
か
し
、
三
国
関
係
を
主
張
し

て
い
た
陸
軍
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
快

進
撃
に
眩
惑
さ
れ
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
ば

か
り
に
米
内
内
閣
を
総
辞
徒
に
追

い
や
っ
た
。
次
に
近
衛
内
閣
が
誕

生
す
る
が
、
外
相
に
向
独
一
辺
倒

の
松
岡
洋
右
が
な
り
、
三
国
同
盟

締
結
に
向
け
て
急
進
展
し
た
。
こ

の
時
の
海
相
は
吉
田
善
吾
で
、
同

盟
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に

海
軍
内
部
で
も
同
盟
に
同
調
す
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
行
っ
た
。
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国際連盟理事会満州国承認問題で意見を主張して
いる松岡洋右全権。中央右、起立している人物。

日本の垂史単た†郎鳴れ叫的

あ
る
時
彼
は
「
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
は
滅
亡
だ
よ
」
と
一
人
言
を

い
い
、
心
身
共
に
疲
労
困
憊
し
、

海
相
を
辞
任
し
た
。

代
っ
て
対
米
戦
に
対
す
る
認
識

が
あ
ま
い
及
川
古
志
郎
が
海
相
に

な
り
、
半
月
も
た
た
な
い
う
ち
に

三
国
同
盟
が
閣
議
で
承
認
さ
れ
、

日
米
開
戦
は
避
け
ら
れ
な
く
な
り
、

真
珠
湾
の
奇
襲
に
よ
っ
て
第
二
次

大
戦
の
幕
が
切
っ
て
下
ろ
さ
れ
た
。

以
後
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
ま

で
は
、
予
想
を
上
回
る
速
さ
で
勝

ち
進
み
、
西
は
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド

洋
、
南
は
二
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
南
太

平
洋
、
そ
し
て
東
太
平
洋
ま
で
手

中
に
納
め
た
。
し
か
し
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
を
境
に
し
て
戦
局
は

悪
化
し
は
じ
め
た
。

開
戦
の
翌
年
・
昭
和
一
七
年
六

月
、
野
村
・
栗
栖
大
使
と
と
も
に

日
米
交
換
の
引
揚
げ
船
で
帰
国
の

途
に
つ
い
た
が
、
米
兵
が
新
聞
を

見
て
陽
気
に
騒
い
で
い
る
の
で
、

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
を
抱
込
ん
で
新
聞

を
手
に
入
れ
、
読
ん
で
み
る
と
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
お
け
る
日
本

側
の
完
敗
で
あ
り
前
途
を
危
惧
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ダ
ン
プ
カ
ー

や
巨
大
な
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
を
既

に
使
っ
て
い
た
の
で
、
こ
ん
な
国

と
戦
争
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
感
じ
て
い
た
。

一
七
年
八
月
日
本
に
着
き
、
軍

令
部
第
三
部
（
情
報
部
）
勤
務
に

な
り
、
東
京
・
霞
ケ
関
の
海
軍
省

庁
舎
（
現
農
林
水
産
省
）
の
三
階

で
対
米
情
報
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
た
私
の
目

に
写
っ
た
日
本
は
、
恐
る
べ
き
敵

ア
メ
リ
カ
を
向
う
に
ま
わ
し
て
、

国
を
挙
げ
て
戦
っ
て
い
る
姿
で
は

な
か
っ
た
。
退
庁
時
に
な
る
と
職

員
は
殆
ど
帰
宅
し
、
海
軍
省
は
火

の
消
え
た
よ
う
に
な
り
、
夕
食
時

ま
で
残
っ
て
い
た
士
官
も
、
家
庭

の
配
給
米
を
浮
す
た
め
に
、
食
事

を
し
て
か
ら
帰
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
、
あ
い
た
口
が
塞
が
ら
な

か
っ
た
。

開
戦
前
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
省
の

勤
務
振
り
を
建
物
の
燈
火
の
つ
き

具
合
に
よ
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

退
庁
時
よ
り
一
時
間
位
だ
と
殆
ど

全
部
、
二
～
三
時
間
後
で
約
半
分
。

四
時
間
後
で
も
一
部
の
部
屋
に
は

燈
火
が
と
も
っ
て
い
た
。
平
時
の

ア
メ
リ
カ
海
軍
省
の
勤
務
振
り
よ

り
も
、
戦
時
下
の
日
本
の
海
軍
省

の
方
が
ず
っ
と
の
ん
び
り
し
て
い

た
。
対
米
戦
で
主
役
を
演
ず
る
海

軍
の
中
央
部
が
こ
う
し
た
有
様
で

は
、
先
が
思
い
や
ら
れ
る
と
感
じ

た
。ま
た
、
日
本
の
戦
没
者
に
対
す

る
葬
送
は
丁
重
を
極
め
、
一
人
の

戦
没
者
を
何
回
も
弔
っ
て
い
た
。

合
祀
さ
れ
る
多
数
の
戦
没
者
の
遺

族
達
は
、
靖
国
神
社
の
臨
時
大
祭

に
参
列
し
て
い
た
。

一
六
年
秋
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
在

英
海
軍
武
官
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
人

は
死
者
に
対
す
る
最
上
の
供
養
は
、

こ
の
戦
い
に
勝
つ
こ
と
で
あ
る
と

な
し
、
野
辺
の
送
り
は
近
親
者
の

み
の
簡
素
な
も
の
で
す
ま
せ
、
ま

す
ま
す
戦
争
の
遂
行
に
つ
と
め
て

い
る
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
「
我

が
国
の
興
廃
に
か
か
わ
る
戦
い
だ

か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
劣
ら
ず
戦

争
完
遂
に
邁
進
し
て
い
る
に
違
い

な
い
」
と
固
く
信
じ
て
祖
国
の
土

を
踏
ん
だ
私
の
期
待
は
完
全
に
裏

切
ら
れ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
五

○
号
、
四
二
号
、
よ
り
抜
粋
転
載
）
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運

営

委

員

会

報

告

第
七
回

一
九
九
九
年
一
目
二
〇
日
一
八
時

半
～
愛
息
3
F
　
フ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

南
喜
二
入
二
醸
ノ
l
還
違
義
慧
所

ざ

文
化
部
ピ
ー
ス
ツ
ア
ー
に
よ
る
見

、

芸
二
電
繰
第
着
7リ

　

ヽ

二
、
圃
二
」
～
二
二
日
J
R
喪
労

組
に
よ
る
見
学
会
三
〇
令
名
参
加

三
、
一
二
相
互
自
体
懐
書
の
話
を

聞
く
余
地
玉
名
余
参
加

四
、
同
一
二
日
保
存
の
会
主
催
の

見
学
会
こ
玉
名
参
加

五
、
一
月
二
①
日
会
報
四
八
号
発

送
及
び
運
営
委
員
会

議
事
一
総
会
の
準
備
等

運

営

委

員

会

報

告

第
八
回

二
月
一
也
日
八
時
半
～

借
日
吉
地
区
セ
ン
タ
和

報
告

二
一
日
二
四
日
京
浜
歴
史
科
学

研
究
会
に
よ
る
見
学
会
二
六
名
参

加二
、
二
蹟
入
日
康
夫
∵
湯
川
理
事
、

高
橋
総
務
課
長
を
地
下
壕
東
学
の

ル
ー
ル
作
り
に
関
し
て
会
勝

議
事
＊
9
9
川
崎
・
横
浜
平
和
の
た
め
の

戦
幸
麗
実
抒
委
員
金
一
（
第
一
回
）

」
膏
二
四
日
開
催
予
言
　
本
年
も

実
施
団
体
と
な
る

＊
平
和
の
た
め
の
戦
争
堅
か
な
が

わ
八
録
二
三
～
二
九
日
開
催
へ
担

当
佐
相
）

＊
平
和
の
た
め
の
戦
争
裏
よ
こ
は

ま
五
月
二
横
～
二
三
日
開
催
へ
担

当
寺
斜
）

＊
「
泰
れ
ん
が
二
二
月
一
〇
日
イ

ベ
ン
ト
予
を

以
上
の
催
し
に
本
年
も
参
加
す
る

予
磐
ゼ

運
営
末
女
臼
貝
Å
耳
報
土
ロ

．
第
九
回
ご

≡
月
二
日
一
八
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
）
　
二
月
二
四
日
日
吉
台
小
に

「
功
濱
調
査
部
」
の
件
で
新
井
、

象
園
、
喜
田
が
訪
問
、
「
記
念
幸

を
閲
覧

二
、
同
月
川
崎
・
横
浜
平
和
の
た

め
の
鎗
争
寅
実
行
委
員
会
開
催
。

、
六
日
一
二
～
二
二
日
川
崎
平
和
舘

に
て
閉
確
予
定

議
事
＊
横
浜
市
営
地
下
鉄
が
毒
見
～
日

吉
～
中
山
へ
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
周
辺
部
通
過
の
淳
、
地
下
壕

と
接
触
し
な
い
華
南
普
し
、
保

存
の
意
向
を
希
に
年
実
る
必
要
が

あ
る

）

＊
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
準
備
会
が
三
月
二
〇
～
二

一
に
松
代
で
開
催
さ
れ
る
。
海
療

ぷ
。

さ
ん
の
参
加
が
決
る

憂
苦
委
日
貝
Å
京
報
土
口

第
1
0
回

一
二
月
一
八
日
一
－
九
時
・
い

日
吉
地
区
セ
ン
タ
」

報
告

）
一
二
月
』
へ
日
新
吉
田
ケ
ア
プ
ラ

ザ
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
に
よ
る
見
学

会
一
五
名
参
加

二
l
、
、
同
七
日
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
を
歩

こ
う
に
よ
る
見
学
会
一
三
名
参
加

三
、
同
一
七
日
川
崎
・
横
浜
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
美
行
委
隷
会

議
事
＊
四
月
二
四
日
（
土
）
一
四
時
四

五
分
、
慶
大
・
藤
山
記
念
館
会
議

室
に
て
総
会
、
懇
談
会
の
予
定

＊
総
会
準
備

役
員
人
事
‥
車
田
会
長
、
鈴
木
・

大
西
副
会
長
、
中
沢
・
林
運
営
委

員
で
話
し
合
い
を
も
つ

活
動
敵
吾
‥
喜
輿
活
動
方
針
：

亀
岡
、
予
痺
・
決
蔓
：
白
鶴

＊
会
報
四
九
号
：
四
鍔
八
日
発
行

・
発
送
、
通
葺
委
員
会
を
予
竜

‐

平
和
の
た
め
の
「
拳
争
論
」

声
道
賀
二
　
苫

平
和
の

た
め
の

戦
争
諭

大背至幸二麺‾P

鳩山巧
S8NJ　彗v Lラ

根号凄紅敗q
本町最終拍車”


